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Abstract : 
  To help clarification of disaster nursing this research analyzes the features of recognition and behavior of nurses at disasters according 
to semi-structural interviews with six nurses who participated in international rescues. As a result, it was shown that nursing in 
international rescues has four restrictions; time restriction, material restriction, human restriction, and self restriction. Features of 
recognition and behavior of nurses in each restriction are as follows; In "time restriction," restriction of the time of rescues is recognized 
and reliance on local people is exhibited. In "material restriction," restriction of materials is recognized, and resources are utilized to the 
utmost, and better methods are selected. In "human restriction," restriction of the number of medical treatment staff, compared to the 
number of victims, is recognized, and priorities are determined. The range of operations is expanded and cooperation between medical 
treatment teams is shown. In "self restriction," differences in the sense of values and medical treatment levels are recognized. The 
following behaviors are extracted: Culture and religions are respected. Differences in the sense of values are accepted. The way of 
thinking and behavior of local people are understood. These features of recognition of behavior of nurses in international rescues show 
the meaning of behavior in disaster nursing, and are useful for the education of disaster nursing.
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事故,あ るいは集団テ ロ事件,連 続殺人事件などの事
件事故 も多く発生 している。そ して,こ れ らの災害に



















護は個人の経験 と判断により手探 りで実施 している現


















また,国 際救援活動に関する研究 としては,ス トレ
スと異文化の視点からの研究がある。尾山13)は,救
援者のス トレスの高さ,異文化 との接触による治安 ・
精神 ・身体問題 ・人間関係 ・言葉の影響の大きさを量














































活など,活動内容全般に渡 り,派遣前 ・派遣中 ・派遣
後の時期別に質問 した。活動の実際場面を具体的に想





認識… 援助者を取 り巻 く外界にある様々な情報を感
覚器官を通 して取 り入れた結果,捉 えられたもので,
行動への動機付けや行動の理由を含むものである。































































































D:「何 らかの方法で陰圧状態を作って密封して吸引器の工夫をした り,点滴のボ トルを切
って尿器の工夫をした りしました」
F:「10本の指があれば何でもできるとい う考えが大切です」
A:「昨 日と今 日,明 日と毎 日状況が変化 し違っているので変化に合わせてよりよい方法を










ごいやつで,血 み どろになっている。そ うい う人がた くさん入ってくると助かる見込みの




































A:「救援活動時には,風 土・言語 ・生活習慣 ・価値観などの違 う異文化の中で生活 しなが
らの活動 となるので外国人でも戒律を守らなければならない」B:「宗教に関する清潔観は






F:「私たちの知識の中でこれ じゃないと駄 目とい うことと,現地の人が理解している内容
は違 う。彼女がいいって思っているから,ほ ってお くというのも一つだと思 うし,ほ って
おかないといけないバックグラウンドもある」

























































「消毒薬,薬品,衛 生材料が不足 し,停電,断 水も
多く,日常の処置もできないことがあるので工夫が必
要でした」と物がなく,資源には限 りがあることを認









































































害 とい う特殊な環境における状況であるため,お 互い
の行動か らそれぞれの役割 と目的を再確認 している。


















































とになるので,で きないか らとか分かり合えないか ら
とあきらめずに努力をしている。また,自 分の愛用品




















をよく観察 し理解 し,変更する必要性を感 じた場合に
は,目 標を長期に設定 して,根 気よく教育的にかかわ
っている。何故そのような行動をとっているのか,そ
の行為の意味を理解 して援助 している。援助方法とし






















































































識では,ま ず,そ の国の宗教や社会体制を知 り,生活





















































































的外傷後ス トレス障害)と の関連を指摘 している。何
かを決定するときには,他 方をあきらめなければなら
ない。特にそれが,人 命に関わることで,更 に今まで
日本で行なってきた看護 とは大きく異な り,苦 しんで














にある場合,状 況に応 じて,柔 軟に役割や仕事の内容
を調整 し合 うことは活動の効率を高めることになる。
自己への制約では,環 境や価値観や医療水準が異な







手の文化 に同調 しようとするが,慣 れてくると違和感









日本流のや り方を説明した り,押し付けた りすること
は自立を支えることにはならない。また,宗 教を知 り
規則に従い,価値観 を認め合い,相 手の考え方や行動






言語,価 値観などが多く存在 している。災害時,こ れ
らの要因が精神面に支障を与えるかどうかについて,
LindaSAustin18)は,人間の社会的特性(役 割など)と














った。 これは,い つも下痢便 しかみていないので下痢
を普通便と思い込んでいることもあることとオムツが
汚れても交換する習慣がないことや貧困というバ ック
グラン ドの問題が関係 している。 したがって,明 らか
に予防すれば助かる命を考えた場合は,生活習慣を改





を受け入れ,そ の規律や習慣に服 し,集団の一員 とし
て責任を果たす ことの重要性を述べている。特に人災















ある。実際に行な うときには,刻々 と変化 してい く状
況に柔軟に立ち向か う行動(今 回の研究で抽出された
「利用する ・選択する ・決定する ・拡大する ・連携す
る」行動)が 必要になる。





















1新 道 幸 恵(2002):災 害 看 護 の 目 指 す べ き も の 一 実 践 ・
